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地区防災ガイド策定会議 花川北地区 結果概要 

 

日 時：平成 29年 7月 20日（木）18：30～20：50 

場 所：花川北コミュニティセンター 

 

 

【 当 日 の 内 容 】 

 

 

 

18：30      開会 

 

 

18：30～18：35  主催者挨拶（石狩市 総務部／及川 浩史 部長） 

 

 

18：35～19：00  策定会議の目的と進め方（事務局／㈱ドーコン） 

・本日の流れ 

・地区防災ガイドの振り返り 

・災害情報の説明 

・地区防災ガイドの見直し方針 

・策定会議の進め方 

 

 

19：00～20：30  グループ別意見交換 

①避難ルートについて 

②防災の心得について 

 

 

20：30～20：50  グループ別意見の発表 

 

 

20：50      閉会 
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Ａグループ（花畔・花川北 6条） 

 

○意見概要 

【避難ルートについて】 

・ベルコ会館、公民館駐車場、図書館横、B&G海洋センターが避難所になりうる。洪水に関しては、

特別養護老人ホームばんなぐろが避難所になり得る。 

・避難ルートは現行のままでよいが、花川小学校が洪水の危険があるため、市役所方面に避難したほ

うがよいのではないか。 

 

【防災の心得について】 

・平常時の心得①の「メール等による情報手段では、使えない人へ伝えよう」の意図がわかりづらい

ため、「正しい情報を伝えよう」に変更すべきである。 

・災害時の心得①は「地震」だけではなく、「災害」とする。 

・災害時の心得⑤では「原則徒歩避難」となっているが、徒歩で避難できない方にも配慮すべきであ

る。 

・災害時の心得⑥は高齢者だけではなく、災害弱者とするべきである。 
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○避難ルートに関する意見  
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○避難ルートに関する意見交換結果（全意見） 

 

・交通危険 

・ポプラ並木 

・火災危険 

・倒木危険 

・交通危険 

・花川小学校横の倒木 

・火災危険 

 

○防災の心得に関する意見交換結果（全意見） 

 

・正しい情報を取得できたら、周囲の人と共有し

よう！！ 

・地震→災害 

・災害弱者の記述を入れるべき 

・災害弱者の避難を優先的に… 
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○当日の写真 
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Ｂグループ（花畔・花川北 6条） 

 

○意見概要 

【避難ルートについて】 

・現状は公園に集合してから避難することになっているが、冬季は難しいため、屋根のある指定緊急

避難場所に各自避難するのがよいのではないか。 

・洪水に関しては、発寒川から離れる方向に避難する。 

・南側にはあまり避難所がないため、中央会館を指定緊急避難場所にすることもあり得る。その際は

高齢者等の避難を優先させる。 

・花畔に関しては、石狩市スポーツ広場よりも花川小学校や市役所方面に避難するのがよいのではな

いか。石狩市スポーツ広場付近は、防風林があるとともに道路が悪く、通りづらい状況にある。 

 

【防災の心得について】 

・避難訓練を行う際、参加率をあげる方策が重要となる。花川南では、参加率が高い地域があるため、

その秘訣を聞くとよいのではないか。また、炊き出しを行う等イベント感があると、参加率があが

るかもしれない。 

・花川北は高齢者が多いため、災害時には若者世代の助けが必要不可欠となる。 
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○避難ルートに関する意見  
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○避難ルートに関する意見交換結果（全意見） 

 

・道路が悪い（砂利道） 

・ニュータウン町内会情報が乏しい。内容が不明

の町内会 

・高い建物に逃げる 

・海抜標識を花川にも設置 

・公園の避難場所は冬季は不適切→一時的に公園

集まるのは？ 

・隣近所連れ添って避難 

・避難訓練が実災害時に機能できるか？ 

・避難訓練に参加しないものは役所、リンクルに

避難してしまう。 

・避難訓練でのルートが現実的でない。 

・福祉避難所でも一時的に逃げても大丈夫 

・石狩中央会館（平屋・100 人収容）→指定緊

急避難場所ありかも 

・石狩中央会館へは体力のない人が避難。体力の

ある方は直接花川小学校へ向かう 

・一次的な避難場所に多くの人数を集合しきれる

か 

・高齢者連れて行くのが大変 

・近所づきあい希薄（顔を見た方が） 

 

 

 

 

 

 

○防災の心得に関する意見交換結果（全意見） 

 

【避難訓練】 

・若い人も避難訓練に参加して欲しい 

・隣近所の関係を強くしよう 

・町内会に加入する人が少ない？アパート住民 

・※花川南の避難訓練には、人が来る（消防も来

る）（炊き出しイベント会） 

・花川南に秘訣を聞く！ 

・家庭でどこに集まるか決める 

・平常時からの取組（→助け合って避難） 

 

【地域の体制づくり】（皆が集まるイベント！） 

・町内会同士や防災係で情報の横の交換 

・情報の錯綜 

・若者の参加が難しい 

・冬の事も考えると、隣近所で避難 

 

【要支援者の把握!】 

・難しい 

・若い人の力が必要！ 

 

【天候に応じた避難を!】 

・地吹雪 

・車で逃げたい… 

 

・高齢者助けるためには若い人が必要 
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○当日の写真 
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Ｃグループ（緑苑台・花川東） 

 

【避難ルートについて】 

・多くの地域が浸水すると想定されるため、高い場所や浸水域がかかってない場所への避難が必要で

ある。 

・避難ルートは現行ルートのままで問題ない。 

・危険箇所としては、緑苑台の住宅地における塀の倒壊があり得る。また、緑苑台の一部で、土砂の

堆積があるため、避難に支障がでる可能性がある。 

 

【防災の心得について】 

・多くの地域が浸水すると想定されるため、備蓄の場所は 2階へ移動したほうがよいのではないか。 

・高齢者や乳幼児の施設が多い地域であるため、助け合って避難するのが非常に重要である。 

・子ども園と高校、町内会では、既に連携しながら避難訓練を実施しているが、高齢者福祉施設との

連携には課題がある。 

・多くの地域で浸水すると想定されるため、洪水に特化した心得があるとよい。 
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○避難ルートに関する意見  
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○避難ルートに関する意見交換結果（全意見） 

 

・こども園・町内会・高校 

・園児の避難 

・徒歩で避難 

・危ないと感じたら上へ！ 

・エルムの森認定こども園から約 100メートル

離れた老人施設に 30 分の避難時間がかかっ

た。老人施設は4F建て 

・学校は避難するには人数がいるので、早い情報

が必要である 

・小学校の生徒については移動が難しくなるので

学校の校舎で待機 

・２Fで大丈夫か？ 

・いざとなったら３Fへ！ 

 

 

 

 

 

○防災の心得に関する意見交換結果（全意見） 

 

【備蓄品】 

・洪水の時には使用できない状態になる可能性が

ある 

・備蓄品の移動 

 

【防災マップについて】 

・一枚にまとめてほしい 

・地図は見やすく！ 

・コンビニ 

 

【助け合って避難！】 

・連携できないか？ 

・こども園、高齢、町内会は個々にやっているが、

高齢者施設・福祉との連携に課題 

 

【その他】 

・施設内・家庭内、倒れそうな所のチェック 

・洪水に特化した項目 
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○当日の写真 
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Ｄグループ（花川北 4条・5条・6条） 

 

○意見概要 

【避難ルートについて】 

・防風林や手稲街道の倒木が不安である。 

・幼稚園・保育園に関しては、職員のみでは避難誘導が難しいため、町内会が協力する必要がある。 

 

【防災の心得について】 

・避難訓練では、全員の集合が確認できてから指定緊急避難場所へ移動しているが、この方法が現実

的がどうか検証する必要がある。 

・指定緊急避難場所を指揮できる人がいるかどうかが不安である。 
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○避難ルートに関する意見  
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○避難ルートに関する意見交換結果（全意見） 

 

・地域情報共有 

・知見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○防災の心得に関する意見交換結果（全意見） 

 

【家族で防災会議！】 

・逃げ場所がない 

 

【避難訓練で備える！】 

・中学校は心配はしていない（生徒） 

 

【身の安全を確保！】 

・沢山ケガ人搬送方法 

 

【周囲の人に知らせる！】 

・不安 家～表示を出す 

 

【助け合って避難！】 

・町内会緑苑 

・クラス単位で避難 

・ケガ人対策 

・93＋30=120名 

 

【その他】 

・①～④班訓練実態 

・親がいないとき 

・子供の保育体制 
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○当日の写真
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Ｅグループ（花川北 4条・5条） 

 

○意見概要 

【避難ルートについて】 

・津波は浸水しない想定となっているが、想定外で浸水する可能性があると思う。 

・最も近い避難所に逃げるのがよいのではないか。避難候補先としては、双葉小学校や花川北中学校

があり得る。 

・交通量が多い道路が複数あるため、注意が必要である。 

・小学校へ避難する際、カギが閉まっていた際の対応が課題となる。 

 

【防災の心得について】 

・家族で防災会議をすることは重要であるため、強調すべきである。 

・要支援者の把握に関しては、名簿を作成するとともに、誰が誰を助けるのかを決めたほうがよいの

ではないか。 
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○避難ルートに関する意見  
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○避難ルートに関する意見交換結果（全意見） 

 

・いざという時のカギの問題 

・双葉小学校グラウンド 指定緊急避難場所 

・収容避難場所 双葉（小）体育館 

・交通量 車道を横切る必要 

・交通量 車道を横切る必要 

・交通量 車道を横切る必要有 

・ブロック塀あり 

・地震 

・災害時使える公衆電話の場所 

・一時的な避難場所若葉（町） 

・一時的な避難場所すずかけ 

・一時的な避難場所若葉 

 

 

 

○防災の心得に関する意見交換結果（全意見） 

 

【家族で防災会議!】 

・ものすごく大事な事。強調する 

 

【要支援者の把握!】 

・誰が助けに行くか 

・要支援者名簿の作成 

 

【その他】 

・災害伝言ダイヤルの普段の練習方法の周知 

・ＡＥＤ設置場所を地図へ 

・災害時に通じる公衆電話の設置場所を地図に 

・団地内にも防災無線を設置して欲しい 

・避難場所表示板の必要あり 

・防災庫にリヤカーの設置を 
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○当日の写真 
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Ｆグループ（花川北 1条～3条） 

 

○意見概要 
【避難ルートについて】 

・紅南地区の一部を除き、洪水の心配が少ない地域である。地震の避難が重要である。 

・地震時の避難先として、星置養護学校石狩紅葉山校舎、花川北中学校や紅南小学校の校舎及びグラ

ウンド、紅葉山公園や紅南公園が考えられる。その他の公園も集合場所として利用できるのではな

いか。但し、冬季は公園やグラウンドは利用できない。 

・袋小路になっているため、大きい通りを通って避難する必要がある。渋滞を踏まえ、徒歩避難が原

則である。避難に時間を要する恐れがある。 

・砂地盤に住宅が建っている地区のため、液状化が心配である。 

・高齢者が多い地区である。 

・昭和 40年頃の古い住宅が多いため、倒壊に注意すべきである。 

 

【防災の心得について】 

・平常時より家族がばらばらな時の集合場所をピンポイントで決めておく必要がある。 

・要支援者の把握の際には、プライバシーが問題となるため、把握手段を検討する必要がある。 

・備蓄品はトイレや暖房器具が重要となる。 

・避難訓練は、夜間の場合や指定緊急避難場所のカギが閉まっていた場合等のシチュエーションを想

定する必要がある。また、連町単位でより具体的な訓練（トイレ・ペット対応等）が必要である。 

・出先での災害時の対応もわかるように記載すべきではないか。 
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○避難ルートに関する意見  
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○避難ルートに関する意見交換結果（全意見） 

 

・防寒グッズ準備、ストーブ 

・救援物資有 旧紅葉小 

・石狩病院（けが人）※個人病院 

・公園（一時）→※周知はまだ 

・防災庫※備品（道具）程度 

・海岸から 3-5km 

・独居世帯→精一杯 把握が難しい 

・冬の地震→暖がとれない 

・冬道（除雪）吹雪 

・徒歩 

・袋小路 避難ルートに問題 

・古い建物（S40-41）倒壊 

・ブロック塀 

・液状化（心配） 

・停電、断水、ガス× 

・避難に時間がかかる 

・鍵の問題→窓を破って 夜間・休日 

・公園・グラウンド冬は× 

・160年前（液状化）北大まで 

・地盤の確認が必要 

・水がつく※今まではなし 

・洪水大丈夫では 

・遊水池 

・標高の確認 

・公団（大丈夫かも） 

・避難訓練 グランド or3F（津波） 

・老朽化（耐震化ＯＫ） 

・S56災害 

・紅南小避難所 援助物資なし 

 

 

 

 

 

○防災の心得に関する意見交換結果（全意見） 

 

【備蓄】 

・持ち出し冬の備えを具体に 

・水・暖・簡易トイレ 

 

【要支援者の把握！】 

・個人情報把握手段 

 

【訓練】 

・具体的な訓練（避難所運営） 

・連町単位でより具体的に（マンホール蓋型トイ

レなど） 

・ペット 認知症など 

 

【その他】 

・家族ばらばらなとき→集合場所ピンポイント 

・出先での災害の対応もわかるように 

・スピーカー（海岸） 
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○当日の写真
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Ｇグループ（花川北 1条～3条） 

 

○意見概要 

【避難ルートについて】 

・その時いる場所によって、基本的に近い方の避難所に逃げたほうがよいのではないか。交通量の多

い道路を横断する際は注意が必要。 

・避難の途中にある紅南会館、白樺会館等を避難所として活用することもあり得る。 

・大雨時には家の中にいたほうがいい場合もあるため、状況をみて判断することが必要である。 

・要支援者名簿は町内会長が保有しているが、町内会の役割が大きすぎる。人手不足、機材不足（車

いす等）の問題があり、事前のマッチング等市と適切に役割分担することが必要である。 

 

【防災の心得について】 

・簡易トイレや暖房器具、お湯がなくてもつくれるミルク等の備蓄も行ったほうがよい。 

・お風呂に常に水を張っておくと、災害時に活用できるのではないか。 

・災害時に家族が離れている場合が想定されるので、集合場所を決めておくとよいのではないか。 
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○避難ルートに関する意見  
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○避難ルートに関する意見交換結果（全意見） 

 

・身近に避難 

・紅南小へ（近い方） 

・紅南公園に一時的に避難 

・紅南会館を使うことも想定 

・第２公園に資機材置いてある 

・交通量多い 

・少し高い 

・白樺会館古い！ 

・三角公園にまず避難 

・それから紅南小へ 

・直接花川北中へ 

・花川北中に行ったときもある 

・近い方に避難 

・信号が心配、横断が危ない 

・まず園庭へ 

・子供の手を引いたり、ワゴン、おんぶ 

・町内会の人にも手伝って欲しい 

・階段があり車イスあがれない 

・臨時のスロープあると良い 

・備蓄はあるが… 

・昼間は男手が不足 

・道路の冠水が心配 

・家の中にいた方が安全 

・雨の降り方で判断 

 

【要支援者をどう助けるか？】 

・要支援者名簿がある（50人分） 

・期待されても町内会では対応しきれない 

・訓練でも対応していない 

・行政との役割分担必要 

・運ぶ手段が足りない 

・支援・要支援のマッチングが大切 

・事前に情報ないと対応できない 

 

○防災の心得に関する意見交換結果（全意見） 

 

【持ち出し品と備蓄の用意！】 

・各家庭で出来る範囲でストックを増やす 

 

【備蓄品など】 

・他所の災害をみて家族で話し合い 

・冬の寒さ対策 

・備蓄品あったけど食べてしまった 

・ポータブルストーブ買いに行ったが品切れで買

っていない 

・アルミのシートは結構効く（でも高い） 

・学校には発電機あるが小さい 

・備品入れ替え時の食品の活用を 

・ポータブルストーブあるけど奥にしまい込んで

しまった 

・ソーラー発電ある学校もある（千歳） 

・薬を用意している 

・ガスボンベストーブをつかったけど、あまりあ

たたまらない 

・サランラップは便利 

・電気無くてもお湯が沸く装備を準備している 

・吹雪がひどくなる心配 

・ダンボールのベット作った体験良かった 

 

【トイレ・水】 

・風呂に水を張っておく習慣を！ 

・トイレ不足の心配（水の始末大変） 
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○当日の写真 

 


